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国際防災・人道支援協議会（DRA）
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①会場での参加をご希望される場合
人と防災未来センターホームページからお申し込み
ください。
https://www.dri.ne.jp/research/community
/dra/forum/forum2026/entry/
※定員（100人）に達し次第、募集を締め切ります。

②YouTubeでの視聴をご希望される場合
当日、人と防災未来センターホームページから、YouTubeで
の同時配信をご覧いただくことができます（事前申込不要）。
※詳細については、人と防災未来センターのホームページより
お知らせします。

会場参加申込
フォーム

International Disaster Reduction Alliance Forum (DRA Forum 2026)災害の激甚化に備えた
まちづくりと
復興の新しい
アプローチ

木１１月１９日
令和８年（２０２６年）

日 時
13:30 ▼ 16:40

場 所
神戸ポートピアホテル
「偕楽の間」
神戸市中央区港島中町６丁目１０‐１
※ポートライナー「市民広場」駅下車すぐ
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国際防災・人道支援フォーラム2026

近年、日本のみならず世界レベルで地震や津波だけでなく、気候変動の影響による豪雨・洪水、高潮、山火事、熱波など、さまざまな
災害リスクが高まっています。私たちは、こうした災害が発生した後の復旧・復興だけでなく、将来の災害を見据えて、あらかじめ地域の
復興のあり方を考え、また今のうちからそれに備えたインフラを整えておくことが求められています。
本フォーラムでは、「事前復興」の考え方を出発点として、気候変動時代の新たな復興のあり方について考えていきます。
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